
栃木県立黒磯高等学校

所 在 地	 〒325-0051　那須塩原市豊町6-1

電 話	 0287-62-0101

F A X	 0287-62-4645

U R L	 http://www.tochigi-edu.ed.jp/kuroiso/nc2/

創 立	 大正14年

課 程	 全日制課程

設置学科	 普通科

生 徒 数	 587人	（男子315名　女子272名）	

（令和3年5月1日現在）

利用交通機関	 JR黒磯駅から徒歩10分

Ⅰ 学校の概要
１　学校教育目標

心豊かで逞
たくま

しい自立した人間を育てる。

２　目指す学校像
○男女共学の下、生徒一人一人の学力を伸ばし、充実した進路指導を展開する学校
○豊かな心をもち、健康と体力に優れ、目標を掲げて、勉学に励む生徒を育てる学校
○部活動、生徒会活動、社会福祉活動、学校行事などの多彩な活動を奨励する学校

３　募集する生徒像
本校の教育目標と目指す学校像を理解し、次の（１）から（３）までのいずれかに該当する生徒

（１）基本的生活習慣を身に付け、自ら学ぼうという姿勢をもち、自主的に学習に取り組める生徒
（２）部活動、生徒会活動、社会福祉活動、学校行事などに意欲的に取り組める生徒
（３）感謝の気持ちを忘れず、地域や社会に貢献する意欲のある生徒

４　施設・設備の特徴
黒磯駅から徒歩10分で、東に黒磯小学校、西に黒磯中学校が隣接する文教地区に立地している。Ｈ

Ｒ教室には全室冷房設備があり、夏の暑いときも快適に学習できる環境にある。また、特別教室の数が
豊富であり、特に理科室が４部屋、理科準備室が２部屋と充実している。さらに、第３校舎には選択教
室が２部屋と、応用音楽室、箏曲部、インターアクトクラブ等の部屋があり、授業や部活動を行う上で
大いに役立っている。体育関係では、体育館２棟と武道場１棟があり、校庭は野球部・陸上部が主に使
用、テニスコートは４面ある。南側には1980年（昭和55年）に甲子園に出場したことを期にできた
野球部専用の雨天練習場があり、天候にかかわらず、２度目の甲子園出場を目指して思う存分練習がで
きる環境が整っている。校庭の南隅には「五峰館（ごほうかん）」という合宿施設があり、教育活動の
一環を担っている。学校から徒歩10分の所に第２グランドがあり、普段はサッカー部が専用グランド
として使用している。

５　制服の特徴
創立90周年を機に一部変更された。男子は紺の詰め襟、女子は濃紺の

ブレザーで、フォーマルな雰囲気とすっきりしたデザインの良さで定評
がある。汚れにくく軽い生地でできている。

黒磯高校制服 
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Ⅱ 学校、学科、コース、教育課程等の特色
学科は普通科のみで、１学年は均等なクラス編制である。生徒一人一人の学力に対応するため、英語と数

学の授業では、習熟度別クラス編制を採用している。２学年から、進路希望に応じて文型と理型にクラス編
制する。カリキュラム上の特色として、英語と数学の履修単位が多いことがあげられる。これは国公立大学
を目指すためには、文型、理型にかかわらず、英語・数学が必須だからである。下表の通り、文型でも２学
年に数学を６単位履修し、生徒の学力強化を図っている。３学年に文型は、生徒の幅広い進路選択にも対応
できるように、授業科目の選択群を用意している。ただし、国公立大学を目指す場合、数学５単位と理科３
単位を履修する。

（履修単位数）

学 年 １年 ２年 ３年

文型・理型 共通 文型 理型 文型 理型

	英語 			６			 		６			 		６		 		７		 		６		

	数学 			５			 		６		 		６	 		５	 		７		

Ⅲ 進路状況（過去３年間）
国公立大学の合格状況		（過年度生含む）

大 学 名 R2 R1 H30

弘前大 2

岩手大 1 1

秋田大 2 1 1

山形大 6 1

福島大 1 1 3

筑波大 1

宇都宮大 10 10 8

群馬大 1

埼玉大 1

千葉大 1

新潟大 1

富山大 1

山梨大 1 1

香川大 1

青森公立大 4

秋田県立大 2

岩手県立大 1 2

山形県立保健医療大 1

福島県立医科大 2

会津大 1

高崎経済大 1

群馬県立女子大 1

東京都立大 1

横浜市立大 1

山梨県立大 1 1

都留文科大 1 1

長野大 1

新潟県立大 1 1

名桜大 1

国公立大計 30 27 24

短期大学合格者数 R２ R1 H30

6 9 7

主な私立大学の合格状況（過年度生含む）

大 学 名 R2 R1 H30
国際医療福祉大 28 24 20
作新学院大 7 3 7
自治医科大学 1 1 1
白鷗大 43 34 30
足利大 2 3
宇都宮共和大 1
城西大 4 4 5
獨協大 1 4 1
日本薬科大 1 1
秀明大 2
千葉工業大 2 3 2
北里大 2 4
工学院大 4 4 4
駒澤大 2 1 1
専修大 4 1
大東文化大 6 6 3
帝京大 14 3 2
東京工科大 2 5 3
東京電機大 1 2 3
東洋大 3 3 7
日本大 14 4 12
武蔵野大 8 5 5
明治大 1
明治学院大 1 1
立教大 2 1 3
立命館大 1
近畿大 1 3
その他 42 95 83
私立大計 200 209 198

専門学校合格者数 R2 R1 H30

33 44 43

就職内定者数 R2 R1 H30

（　）は公務員数 7
（3）

7
（3）

6
（4）

●237

全
日
制

全
日
制



校内球技大会 校内合唱コンクール(黒磯文化会館)

０時限(8:10 ～ )の様子学習合宿(鬼怒川温泉)

Ⅳ 特別活動等の紹介
　１　部活動

運動部（10部）	 ソフトテニス、バレーボール、バスケットボール、卓球、野球、陸上競技、サッカー

	 バドミントン、柔道、剣道

文化部（	９部）	 文芸、美術、合唱、吹奏楽、クッキング、科学、茶華道、箏曲、インターアクト

　２　部活動の主な成績

＜令和２年度＞

陸上競技部…………………………… 関東高校選抜新人陸上競技大会出場（やり投げ）

バスケットボール部（男子）	……… 県高体連北部支部新人大会　準優勝

柔道部（女子）	……………………… 県高体連新人大会　個人優勝

バドミントン部（男子）	…………… 県高体連北部支部総合体育大会　シングルス優勝

	 県高体連北部支部総合体育大会　ダブルス優勝

バドミントン部（女子）	…………… 県高体連北部支部総合体育大会　団体優勝

	 県高体連北部支部総合体育大会　ダブルス優勝

合唱部………………………………… 県ヴォーカルアンサンブル　金賞

吹奏楽部……………………………… 県北地区アンサンブルコンテスト木管七重奏　金賞

箏曲部………………………………… 日本音楽部会秋季発表会優良賞

　３　学校行事

校内球技大会　芸術鑑賞会　黒磯高祭　修学旅行　親子ふれあい長距離走大会　予餞会　　　　　　

校内合唱コンクール等

この中でも「校内球技大会」と「校内合唱コンクール」は、クラス対抗で非常に盛り上がる。

校内球技大会	 ：２日間の日程で行い、クラス対抗で、各種目優勝と総合優勝を目指し競い合う。

校内合唱コンクール：３学期末に行われる１年間最後の行事。黒磯文化会館で行われ、３月に入る

と各クラスとも合唱の練習に熱心に取り組む。（令和２年度は中止）

　　　

その他の特色ある活動

学習合宿　：夏休みに３年生で実施する３泊４日の行事。進学希望者が全員勉強漬けになり、本校

の重視する「自学自習力」の精神をもとに学力アップを図る。進路指導部長や学年主

任の講話や小論文講座をはさみながら受験勉強に没頭し、進路実現をめざす。（令和３

年度も新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

０時限学習：朝８：１０から始まる自学自習を中心とした学習。２５分間学習して、授業に臨む。
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Ⅴ 特色選抜について
１　定員の割合

普通科　20％程度

２　出願するための資格要件

本校での学習に適応できる優秀な学力を有し、次の（１）または（２）のいずれかに該当する者

（１）	学習成績が特に優秀で、大学進学やその後の進路目標が明確であり、本校入学後も意欲的に学

習に取り組む者

（２）	中学校在学中にスポーツ、文化活動、生徒会活動、社会福祉活動等において優れた実績を有し、　　　　　　　

本校入学後も部活動等で活躍できる者

３　選抜の方法

選抜方法 内　　　容

面 接 個人面接　時間10分程度

作 文 時間40分　字数600字程度

４　その他、特記事項

なし

５　選抜の手順等

【資料の取扱い】

１　志願理由書は、調査書とともに、資格要件の確認及び面接時の参考資料として用いる。

２　調査書は、「各教科の学習の記録」（第１学年～第３学年）の評定（選択教科を除く）を合計する。　　　　　　

　　（１３５点満点）

３　調査書の点数化されない部分については、資格要件（2）に該当するものを評価する。

４　面接及び作文は、段階評価を行う。

【選抜の手順】

次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分の内容を考慮して総合的

に選抜する。

第１次審議

【資料の取扱い】の２で評価が特に優秀で、４の評価がいずれも優秀または良好である者を合格

内定とする。

第２次審議

合格内定者を除いた第１次審議で対象となった者に加えて、【資料の取扱い】の３の評価が優秀で、

【資料の取扱い】の２、４の評価が概ね優秀または良好である者から合格内定者を選抜する。

第３次審議

第１次審議及び第２次審議において合格内定となった者を除いた全ての受検者について、全ての

検査結果を総合的に判断して、合格内定者を選抜する。
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